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東
京
地
評
は
、
昨
年
の
最
低
生
計
費
調
査
の
結
果
、

東
京
で
は
時
給
1
7
0
0
円
は
必
要
な
こ
と
、労
働
者
・

国
民
の
生
活
不
安
と
切
実
な
声
を
背
景
に
、
コ
ロ
ナ
禍

の
今
だ
か
ら
こ
そ
大
幅
な
引
き
上
げ
が
必
要
と
訴
え
、

東
京
都
労
働
局
要
請
、
地
賃
へ
の
宣
伝
・
座
り
込
み
・

傍
聴
行
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
低
賃
金
状
態
の
改
善
、
日
本
経
済
の
立

て
直
し
に
も
最
賃
の
引
き
上
げ
は
極
め
て
重
要
で
す
。

第
57
回
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
は
7
月
22
日
、
20
年
度

最
低
賃
金
に
つ
い
て
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
る
現
下
の
経
済
・
雇

用
・
労
働
者
の
生
活
へ
の
影

響
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し

い
状
況
、
感
染
症
の
動
向
の

不
透
明
さ
、
こ
う
し
た
な
か

雇
用
の
維
持
が
最
優
先
さ
れ

る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
引
上

げ
額
の
目
安
を
示
す
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
現
行
水
準
を

維
持
す
る
こ
と
が
適
当
」
と

し
、
有
額
で
の
答
申
を
示
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

8
月
5
日
開
催
の
東
京
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
で
も

「
現
行
ど
お
り
」
と
す
る
結

論
の
専
門
部
会
報
告
が
都
留

康
部
会
長
名
で
報
告
さ
れ
、

審
議
委
員
の
採
決
に
よ
り
決

定
。
東
京
労
働
局
長
に
答
申

さ
れ
ま
し
た
。

東
京
地
賃
で
は
中
賃
の
伝

達
が
行
わ
れ
て
以
降
5
回
の

専
門
部
会
が
開
か
れ
ま
し
た

が
、
労
使
の
意
見
の
隔
た
り

が
大
き
く
、
専
門
部
会
と
し

て
改
正
額
が
決
め
ら
れ
ず

に
、
専
門
部
会
長
名
で
「
現

下
の
状
況
を
踏
ま
え
、
慎
重

に
調
査
審
議
を
重
ね
た
結

果
、
東
京
都
最
賃
に
つ
い
て

は
現
行
通
り
と
す
る
結
論
に

達
し
た
」
と
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

し
か
し
本
審
議
会
と
し
て

採
択
を
行
う
際
に
、
労
働
側

専
門
委
員
の
代
表
よ
り
、「
会

長
名
で
出
さ
れ
た
報
告
書
に

対
し
抗
議
と
反
対
」
の
意
見

が
述
べ
ら
れ
、
答
申
案
の
採

決
を
拒
否
し
専
門
委
員
3
人

が
退
席
し
ま
し
た
。

退
席
に
際
し
て
発
言
を
求

め
た
労
働
側
委
員
は
、「
最
賃

引
き
上
げ
が
雇
用
や
企
業
の

維
持
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い

う
明
確
な
根
拠
が
示
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
。
専
門
部
会
で

の
労
働
側
の
再
三
の
主
張
を

取
り
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
。

コ
ロ
ナ
禍
の
恐
怖
の
中
で
働

か
ざ
る
を
得
な
い
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
最
賃
で

働
く
方
を
見
捨
て
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。
現
行
最
賃
で
は

年
収
2
0
0
万
円
程
に
し
か

な
ら
な
い
こ
と
」を
強
調
し
、

「
労
働
組
合
の
違
い
を
超
え

て
最
賃
1
5
0
0
円
は
同
じ

思
い
で
あ
る
」こ
と
を
述
べ
、

強
く
抗
議
し
ま
し
た
。

「
凍
結
」答
申
は
、
労
働
側

の
強
い
抗
議
と
反
対
を
押
し

切
っ
た
も
の
で
あ
り
、
東
京

地
評
は
審
議
の
や
り
直
し
を

求
め
、
東
京
労
働
局
に
「
異

議
書
」を
集
中
し
て
い
ま
す
。

7
月
17
日
、
東
京
春
闘
は

第
二
次
最
賃
デ
ー
を
位
置
付

け
、
東
京
労
働
局
が
あ
る
九

段
第
三
合
同
庁
舎
前
で
最
低

賃
金
時
間
額
1
5
0
0
円
を

求
め
る
宣
伝
行
動
を
取
り
組

み
ま
し
た
。
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
単
産
・
地
域
組
織
か
ら

51
人
が
集
結
し
、
合
同
庁
舎

前
を
通
る
人
た
ち
に
チ
ラ
シ

を
配
布
し
、
時
間
額
1
5
0

0
円
は
生
計
費
調
査
に
基
づ

く
正
当
な
要
求
で
あ
る
こ
と

を
訴
え
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
の
後
、
東
京
労

働
局
に
対
す
る
要
請
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。

生
計
費
調
査
に
基
ず
く

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を

要
請
で
は
、
冒
頭
、
柴
田

副
代
表
が
趣
旨
説
明
を
行
な

い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
休

業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

企
業
と
労
働
者
へ
の
手
厚
い

支
援
は
最
低
賃
金
の
改
訂
審

議
と
異
な
る
課
題
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
審
議
を
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
。
現
行

の
最
低
賃
金
水
準
で
は
、
ま

と
も
な
生
活
が
成
り
立
た
な

い
上
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら

に
苦
し
め
ら
れ
お
り
、
最
低

賃
金
法
の
目
的
で
あ
る
「
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
」
が
維
持
で
き
る
水
準

と
し
て
、
東
京
や
各
地
で
行

わ
れ
て
い
る
生
計
費
調
査
の

結
果
を
基
に
時
間
額
1
5
0

0
円
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る

と
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
で

時
間
額
1
5
0
0
円
の
実
現

要
請
事
項
は
、
全
国
一
律

の
最
低
賃
金
制
度
の
実
現
と

時
間
額
1
5
0
0
円
の
早
期

実
現
。
中
小
企
業
支
援
策
の

拡
充
。
審
議
会
委
員
の
選
任

基
準
の
明
確
化
と
選
考
基
準

に
つ
い
て
。
審
議
会
な
ら
び

に
専
門
部
会
の
完
全
公
開
。

公
開
の
意
見
陳
述
を
開
き
生

計
費
調
査
結
果
を
陳
述
さ
せ

る
こ
と
。
東
京
春
闘
共
闘
が

提
供
す
る
最
低
生
計
費
調
査

結
果
な
ど
を
審
議
会
に
配
布

し
、
審
議
材
料
と
す
る
こ
と

な
ど
6
項
目
に
つ
い
て
回
答

を
求
め
ま
し
た
。

制
度
に
関
す
る
こ
と
は
、

厚
労
省
や
審
議
会
に
伝
え

る
。
資
料
な
ど
は
引
き
続
き

審
議
会
に
提
供
す
る
。
審
議

員
の
推
薦
基
準
は
、
諸
般
の

事
情
を
考
慮
し
、
総
合
的
判

断
に
よ
る
。
と
の
答
え
で
し

た
。
中
小
企
業
支
援
の
助
成

件
数
は
16
件
、
8
1
4
万
円

で
し
た
。

人事院前宣伝行動（7／17）

人
事
院
勧
告
が
い
つ
に
な

る
の
か
不
透
明
な
中
、
東
京

春
闘
共
闘
・
東
京
地
評
公
務

部
会
は
7
月
17
日
（
金
）
午

後
、
「
公
務
労
働
者
の
賃
金

等
に
関
す
る
要
請
」
を
特
別

区
人
事
委
員
会
、
東
京
都
人

事
委
員
会
、
人
事
院
に
対
し

て
実
施
。「
今
回
の
勧
告
は
、

単
な
る
官
民
比
較
で
は
測
れ

な
い
」
「
公
務
労
働
の
重
要

性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
報
い
る
勧
告
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。

夜
に
は
「
雇
用
と
暮
ら
し

を
守
れ
！
誰
も
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
賃
金
を

公
・

民
7
・
17
人
事
院
前
行
動
」

を
取
り
組
み
、
1
3
0
人
の

仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
、
荻
原
地

評
議
長
は
「
保
健
所
や
病
院

が
足
り
な
い
。人
も
足
り
な

い
。こ
ん
な
時
に
、
公
社
・
公

立
病
院
の
独
法
化
は
許
さ
れ

に
な
い
。
各
自
治
体
の
窓
口

業
務
も
多
忙
。
人
員
増
と
賃

金
引
き
上
げ
勧
告
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」と
訴
え
ま
し
た
。

各
組
織
か
ら
も
、「
人
事
院

勧
告
は
民
間
労
働
者
の
賃
金

に
も
影
響
。
今
こ
そ
、
中
小

企
業
対
策
を
拡
充
し
て
、
国

民
全
体
が
生
活
で
き
る
賃
金

の
保
障
を
」「
定
年
延
長
の
実

現
と
再
任
用
制
度
の
抜
本
的

改
善
」等
の
発
言
が
相
次
ぎ
、

人
事
院
勧
告
に
む
け
て
、
官

民
一
体
で
取
り
組
む
決
意
を

固
め
あ
い
ま
し
た
。

7
月
29
日
、
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
よ
り
厚
労
大
臣
に

答
申
し
た
目
安
の
伝
達
が
行

わ
れ
る
第
4
1
5
回
東
京
最

低
賃
金
審
議
会
に
向
け
た
昼

休
み
宣
伝
行
動
を
行
い
、
審

議
会
委
員
に
向
け
た
訴
え
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
挨
拶
で
白

滝
東
京
春
闘
事
務
局
長
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
と
し
た
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
が
目
安

金
額
の
引
き
上
げ
額
を
示
さ

な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
批
判

を
行
い
、
東
京
に
お
け
る
生

計
費
調
査
結
果
を
紹
介
し
、

早
期
に
時
間
額
1
5
0
0
円

の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

参
加
団
体
か
ら
は
、
東
京

地
評
女
性
セ
ン
タ
ー
、
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
東
京
、出
版
労
連
、

建
交
労
ト
ラ
ッ
ク
部
会
、
東

京
地
評
青
年
協
議
会
、
Ｃ
Ｕ

東
京
、
全
国
一
般
東
京
か
ら

生
活
で
き
る
最
低
賃
金
を
求

め
る
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

今こそ最低賃金全国一律１５００円に今こそ最低賃金全国一律１５００円に
公務賃金上げよ 人事院、都・特別区人事委へ要請公務賃金上げよ 人事院、都・特別区人事委へ要請

中
賃
は
目
安
額
示
さ
ず

定価 1部40円（送料別）

東
京
地
賃
は「
現
行
ど
お
り
」の
不
当
な
答
申

人
事
院
は
労
働
者
に
報
い
る
勧
告
を
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７
・
２９
審
議
会
前
行
動

１
５
０
０
円
の
実
現
求
め

７
・
１７
労
働
局
前
宣
伝
・
要
請
行
動雨の中、最賃引き上げを訴える

（7／17東京労働局前）

最賃審議会／公務賃金
物流現場から／宇都宮さん寄稿
地域代表者会議／核兵器禁止の取組
み
パズル／東京今昔／交差点／相談の
窓

lapaz@chihyo．jp
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